
倉
掛
地
区
の
集
会
は
こ
れ
ま

で
夏
目
の
第
３
部
消
防
機
庫
を

使
用
し
て
き
た
が
、
駐
車
場
や

駐
輪
場
が
無
い
こ
と
な
ど
か
ら

住
民
に
不
評
だ
っ
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
は
昨
秋
、

賃
借
方
式
の
公
民
館
開
設
に
七

割
が
賛
成
し
た
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
市
へ
報
告
。
今
年
一

月
「
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
一

部
を
自
治
会
の
拠
点
と
し
て
お

借
り
し
た
い
」
と
す
る
要
望
書

を
谷
本
市
長
あ
て
に
提
出
し

た
。
住
民
の
願
い
は
届
き
、
二

階
西
側
の
部
屋
（
約
50
平
方
メ

ー
ト
ル
）
と
物
置
各
一
室
に
つ

い
て
、
賃
貸
借
の
覚
え
書
き
を

交
わ
す
に
至
っ
た
。

谷
本
巖
井
原
市
長
は
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
は
じ
め
、
各
団
体
や
倉
掛

自
治
会
に
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

を
し
っ
か
り
活
用
し
て
頂
く
こ

と
が
一
番
で
す
」
と
期
待
を
込

め
る
。

一
方
、
地
元
の
声
も
熱
い
。

サ
ロ
ン
あ
す
は
の
川
相
肇
代
表

は
「
地
区
民
に
と
っ
て
長
年
の

願
望
が
実
現
し
た
。
い
き
い
き

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
会
場
に
も

ピ
ッ
タ
リ
」
と
目
を
細
め
る
。

そ
の
ほ
か
「
福
祉
関
係
の
ミ
ニ

講
演
会
に
使
い
た
い
」
、
「
公

民
館
を
地
域
教
育
の
場
に
生
か

し
た
い
」
、
「
文
化
祭
の
開
催

は
…
」
な
ど
と
、
新
た
な
活
動

を
具
体
化
さ
せ
る
動
き
が
芽
生

え
て
い
る
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
が
四
月

一
日
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
に
伴

い
、
井
原
市
は
新
設
し
た
市
民

活
動
推
進
課
を
同
セ
ン
タ
ー
に

置
き
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

向
け
て
大
き
く
前
進
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
は
、
井

原
町
の
栄
養
士
小
山
由
美
子
さ

ん
が
応
募
し
た
「
つ
ど
え
ー

る
」
に
決
ま
っ
た
。

倉
掛
婦
人
会
の
支

部
総
会
（
顔
合
わ

せ
）
が
四
月
十
日
に

行
わ
れ
、
前
年
度
決

算
報
告
や
本
年
度
の

活
動
内
容
等
を
協
議

し
た
。

今
月
か
ら
役
職
を

引
き
継
い
だ
瀬
藤
玲

子
支
部
長
ら
は
「
五

人
の
多
く
は
仕
事
を

持
つ
身
で
す
が
、
可

能
な
範
囲
で
地
区
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
、
支
援

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

主
な
活
動
と
し
て
、
①
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
②
会
員

研
修
③
井
原
町
盆
踊
り
④
井
原

町
敬
老
会
⑤
井
原
町
大
運
動
会

⑥
倉
掛
新
聞
編
集
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

平
成
十
七
年
度
の
婦
人
会
役

員
は
次
の
と
お
り
。

〈
井
原
婦
人
会
〉

本
部
役
員

中
島

知
子

（
15-

２
組
）

〈
倉
掛
婦
人
会
〉

支
部
長

瀬
藤

玲
子

（
12-

２
組
）

副
支
部
長

文
化
教
養

横
田

知
恵

（
13-

３
組
）

福
祉
生
活

濱
田

典
子

（
18-

１
組
）

健
康
体
育

守
屋

ユ
ミ

（
14

組
）

会

計

佐
藤
真
由
美

（
12-

２
組
）

芳
井
町
、
美
星
町
を
編
入
合

併
し
て
の
新
し
い
井
原
市
が
三

月
一
日
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。

岡
山
県
内
に
お
け
る
「
平
成

の
大
合
併
」
で
は
５
番
目
。
人

口
四
万
六
千
八
百
三
十
人
、
面

積
二
四
三
・
三
六
平
方
㌔
と
拡

大
し
、
芳
井
と
美
星
の
町
役
場

は
井
原
市
の
支
局
と
な
っ
た
。

谷
本
巖
市
長
は
「
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
を
図
り
、
合
併
に

よ
る
市
民
の
不
安
解
消
に
努
め

た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

合
併
後
初
の
市
議
選
挙
は
今

月
十
七
日
告
示
、
二
十
四
日
に

投
票
が
行
わ
れ
る
。
定
員
二
十

六
人
に
対
し
て
三
十
人
前
後
が

立
候
補
す
る
見
込
み
。
芳
井
、

美
星
で
は
人
口
比
か
ら
現
職
を

絞
り
込
み
、
激
戦
に
備
え
て
い

る
。

平
成
十
七
年
度
倉
掛
自
治
会

の
予
算
総
会
が
四
月
二
日
、
第

３
部
消
防
機
庫
で
開
か
れ
、
各

組
自
治
会
長
ら
四
十
一
人
が
出

席
し
た
。

冒
頭
、
自
治
連
合
会
の
渡
辺

会
長
は
「
井
原
市
と
倉
掛
自
治

会
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
内

へ
地
域
の
拠
点
を
開
設
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
」
と
、
近
況
報

告
を
含
め
挨
拶
を
行
っ
た
。

議
案
審
議
に
移
り
、
三
月
に

回
覧
で
募
集
し
た
拠
点
の
名
称

を
「
倉
掛
公
民
館
」
と
決
め
、

管
理
運
営
規
約
案
も
同
時
に
承

認
さ
れ
た
。

続
い
て
川
相
益
一
会
計
が
倉

掛
公
民
館
設
置
の
た
め
、
各
戸

自
治
会
費
を
千
円
上
乗
せ
し
た

予
算
案
を
説
明
し
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。
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〈 発行 所〉

倉 掛 自 治 連 合 会
井原市井原町倉掛
会長／渡辺研一

〈 編 集〉

倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

ホームページ http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

名
称
は
倉
掛
公
民
館

予
算

審
議

２
階
を
賃
借

市
民
活
動

セ
ン
タ
ー

※カッコ内は世帯数

１ 組（10）三島 二郎
２ 組（ 6）大坪 正広
３ 組（12）宮本 晴市
４ 組（ 5）渡辺 研一
５－１組（12）下宮 清子
５－２組（13）笠原 進
６ 組（11）川相 謙治
７ 組（ 8）山岡 邦夫
８ 組（19）高田 金三
９ 組（ 7）三宅 勝
10 組（ 6）若林 義夫
11 組（ 7）渡辺 勤
12－１組（ 7）西山 房子
12－２組（14）小田 恵啓
13－１組（ 6）三嶋 正裕
13－２組（11）熊谷 辰夫
13－３組（17）岡藤 良二
14 組（15）江草 敏夫
15－１組（10）渡辺伸太郎
15－２組（ 9）豊池 啓一
16 組（16）渡辺 進
17 組（10）片岡 秀憲
18－１組（10）藤代 正子
18－２組（ 9）藤井 晴美
18－３組（ 9）梶谷 昌弘

平成１７年度自治会長

１
市
２
町
が
合
併

「
不
安
解
消
に
努
め
る
」

地
域
の
活
動
拠
点
と
な
る
倉
掛
公
民
館
が
、
井
原
駅
前
通

り
の
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
＝
つ
ど
え
ー
る
・
小
田
恵

啓
所
長
）
２
階
に
今
月
二
十
三
日
、
オ
ー
プ
ン
す
る
。

「ご協力をお願いします」

新井原市

市
長

左
か
ら
＝
佐
藤
真
由
美
さ
ん
、
横

田
知
恵
さ
ん
、
瀬
藤
玲
子
さ
ん
、

濱
田
典
子
さ
ん
、
守
屋
ユ
ミ
さ
ん

▲



い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ

ン
あ
す
は
が
三
月
二
十
六
日
、

郷
社
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
き
、
見
学
組
を
含
め
約

三
十
人
が
参
加
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
こ
の

日
が
初
め
て
と
い
う
18

３
組

梶
谷
昌
弘
さ
ん
は
「
思
う
よ
う

に
な
ら
ん
と
こ
ろ
が
ま
た
面
白

い
」
と
、
笑
顔
で
ボ
ー
ル
を
追

い
掛
け
、
楽
し
ん
で
い
た
。

結
果
、
ハ
イ
ス
コ
ア
の
二
人

が
混
戦
か
ら
抜
け
出
し
、
昨
年

佐
賀
県
伊
万
里
市
か
ら
倉
掛
３

組
に
引
っ
越
し
た
岡
本
哲
二
さ

ん
（
野
上
町
出
身
）
が
、
同
ス

コ
ア
規
定
で
優
勝
を
飾
っ
た
。

倉
掛
新
聞
が
今
回
で
第
50
号

を
迎
え
た
。
弊
紙
は
平
成
九
年

五
月
創
刊
。
自
治
連
合
会
・
婦

人
会
・
少
年
団
育
成
会
・
第
３

部
消
防
団
が
編
集
に
あ
た
り
、

地
域
情
報
を
掲
載
し
て
年
六
～

七
回
発
行
。
昨
年
七
月
か
ら
倉

掛
自
治
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

自
治
連
合
会
の
長
尾
謙
治
総

務
広
報
部
長
は
「
皆
様
の
お
陰

で
す
」
と
話
し
て
い
る
。

倉
掛
少
年
団
関
係
の
平
成
十

七
年
度
役
員
が
決
ま
っ
た
。
小

川
泰
之
育
成
会
長
（
１
組
）
は

「
行
事
予
定
を
各
戸
配
布
し
ま

す
の
で
宜
し
く
願
い
ま
す
」
と

協
力
を
求
め
て
い
る
。

〈
少

年

団
〉

団

長

岡
藤

航
平

副
団
長

小
川

真
奈

〈
育

成

会
〉

会

長

小
川

泰
之

会

計

神
崎

節
夫

副
会
長

川
上

吉
弘

副
会
長

佐
藤

謙
治

副
会
長

浅
井

和
子

副
会
長

吉
川
理
津
子
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4/16  自治連合会防犯パトロール
4/23～24 倉掛公民館一般公開

（午前10時～午後６時）
4/24  井原市議会議員選挙
5/ 8  井原分団第３部試運転日
5/ 8  井原地区球技大会

（午前８時30分～井原小）
5/13  事業所自治会費集金日
5/15  倉掛少年団公園・堤清掃奉仕
5/15  岡山県消防操法訓練大会

（瀬戸町・消防学校）
5/21  自治連合会防犯パトロール
5/22～29 倉掛全戸溝掃除（８日間）
6/ 5  井原分団第３部試運転日
6/ 5  汚泥積み込み

（午前８時30分～）
消火器薬剤入替

6/12  倉掛少年団廃品回収
6/18  自治連合会防犯パトロール
6/19  井原学区少年団球技大会

（井原小学校）

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆

■井原中学校ＰＴＡ新聞が第６回岡山県Ｐ

ＴＡ広報紙コンクールで山陽新聞社長賞を

受賞した。３月２４日付の報道で、昨年の

県ＰＴＡ連合会長賞に続く快挙を知った地

元住民は「素晴らしい。井中の心意気を感

じる」と、関係者を讃えている。

■井原地区社会福祉協議会長に倉掛１組川

相肇氏の就任が内定した。椋本安夫前会長

（夏目地区）の後任として次回の総会で正

式に決定後、敬老会をはじめ福祉活動全般

にかかわる。

■４月２３～２４日の二日間、午前１０時

から午後６時まで倉掛公民館が一般公開さ

れる。自治連合会の役員らは「皆様に使っ

て頂くにあたり、部屋の位置などを知って

おいて欲しい」と話している。

公
民
館
利
用
メ
モ

六
十
の
露
店
で
境
内
に
活
気

郷社まつり

学年 氏 名 保護者
岡藤 航平 良 二
川上 悟史 吉 弘
小谷 咲乃 規 之

６年 小川 真奈 泰 之
神崎 千尋 節 夫
佐藤 翔平 謙 治
佐藤 航平 謙 治
吉川 直輝 理津子

５年 浅井 佑理 和 子
渡邊 琴美 裕 子
浅井 智成 和 子
岡藤 里奈 良 二
小川 晃平 泰 之
溝部 玲美 直 子

４年 神崎 玖典 節 夫
倉橋奈津子 利 美
文谷 真 江 里
山岡 早稀 秀 男
入江 風羽 佳 子

倉 掛 ほ っ と 情 報

グラウンドゴルフに30人

倉掛少年団員名簿

郷社足次山神社で４月４日、春季大祭が執り行われた。午前中は

倉掛と夏目の小学生による巫女舞い、午後からは戦没者の鎮魂祭が

執り行われるなど、境内は参拝者と約６０の露店で賑わった。

２ラウンド
①岡本 哲二（３ 組）45
②倉橋 和美（13-２組）45
③妹尾 一成（８ 組）49
④大坪 正広（２ 組）50
⑤藤井 純子（18-２組）53
⑥川上 薫（16 組）56
⑦渡辺 邦子（16 組）57
⑧丸山 澄子（18-２組）61
⑨川上 悟史（16 組）63
⑨渡辺 悦已（15-１組）63
⑪梶谷 昌弘（18-３組）66
⑫竹井トシエ（１ 組）68
⑬森 梅子（18-２組）70
⑭川相 肇（１ 組）73
⑭渡辺 益恵（15-１組）73
⑯森 正樹（18-２組）87
１ラウンド
※妹尾 磯吉（９ 組）24
※若林恵美子（２ 組）35
ホールインワン

倉橋和美，妹尾一成

〈 ｄ ａ ｔ ａ 〉

参
拝
者
が
絶
え
な
い
郷
社
ま
つ
り
＝
四
月
四
日

倉掛少年団

倉掛公民館が“つどえーる”の

２階にオープンします。各会議や

趣味の集いなどにご利用下さい。

◇ ◇

Ｑ：使用したいときはどこへお願

いするの？

Ａ：倉掛自治連合会が窓口です。

事前に使用許可申請書を提出

して下さい。

（62-0271・62-1448 渡辺）

Ｑ：使用料はいくらですか？

Ａ：倉掛自治会員及び関係団体は

原則として無料。その他は１

回（３時間以内）1000円、延

長料金は１時間３00円、冷暖

房料は１時間１00円です。

Ｑ：館内は禁煙ですか？

Ａ：市民活動センター（愛称・つ

どえーる）は全館禁煙です。

マナーを守りましょう。

お
か
げ
様
で
50
号

倉

掛

新

聞

Ｑ
＆
Ａ

いきいき・ふれあいサロンあすは

「
ど
れ
を
買
お
う
か
な
あ
」


